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１ 青少年が親に抱いている感情【報告書１１～１３、６７～６９ページ】          

青少年に親に抱いている感情について聞いたところ、どの年代においても「あてはまる」と「まああて

はまる」の２つを合わせた≪あてはまる≫の割合が最も多いのは、『頼りになる』だった。 

一方、≪あてはまる≫の割合が最も少ないのは『反発を感じる』だった。 

 

〈 図１ 〉青少年が親に抱いている感情 

  ア 満１０歳から１４歳までの青少年 

 

 

  イ 満１５歳から３０歳までの青少年 
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15.1

27.3

21.9
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39.7
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6.6
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3.3

3.3

4.1

3.6

4.1

ア 反発を感じる

イ 頼りになる

ウ 気持ちをわかってくれる

エ 口うるさい

オ 将来父のようになりたい

（見習いたい）

【父親に対する感情】 (n=640)

カ 反発を感じる

キ 頼りになる

ク 気持ちをわかってくれる

ケ 口うるさい

コ 将来母のようになりたい

（見習いたい）

【母親に対する感情】 (n=677)

（％）

3.2
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エ 口うるさい

オ 将来父親のようになりたい

（見習いたい）

【父親に対する感情】 (n=367)

カ 反発を感じる

キ 頼りになる

ク 自分の気持ちを分かってくれる

ケ 口うるさい

コ 将来母親のようになりたい

（見習いたい）

【母親に対する感情】 (n=437)
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２ 保護者の子どもの気持ちの理解【報告書１３３ページ】                 

保護者に子どもの気持ちをよく分かっているか聞いたところ、「とてもよく分かっている」と「分かって

いる」を合わせた≪分かっている≫の割合は８割弱となっている。 

〈 図２ 〉保護者の子どもの気持ちの理解 

 

 

 

 

 

 

３ 青少年の家庭での会話の頻度【報告書１４、７０、１９４ページ】            

 青少年に家庭での会話の頻度について聞いたところ、年代が上がるにつれて会話の頻度は減少する傾向

にある。「非常によく話すほうだ」は小学生が最も多く、「あまり話さないほうだ」は高校生で最も多くな

っている。 

〈 図３ 〉青少年の家庭での会話の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 家庭での会話が少ない理由【報告書１５、７１～７２ページ】             

青少年に家庭での会話が少ない理由について聞いたところ、どの年代においても「話をするのが面倒く

さいから話す気にならない」が最も多く、「特に理由はない」と続いている。 

〈 図４ 〉家庭での会話が少ない理由 

 

第１位 話をするのが面倒くさいから 23.3% 話をするのが面倒くさいから 16.1%

第２位 特に理由はない 21.9% 特に理由はない 15.3%

話しても意見が合わない(否定される)から 話す話題がないから

話す話題がない 自分が忙しくて、話す機会がない
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い
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だ
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と
て
も
よ
く
分
か

っ

て
い
る

分
か

っ
て
い
る

あ
ま
り
分
か
ら
な
い

全
然
わ
か
ら
な
い

無
回
答

（％）

8.1 70.3 18.4

0.8

2.4保護者 （750）

n



4 

 

５ 小・中・高校生活の満足度【報告書２０、７７、１９５～１９６ページ】         

 小学生から高校生までの青少年に学校生活の満足度について聞いたところ、「満足」と「どちらかといえ

ば満足」を合わせた割合が最も高い項目は、小学生では『クラスメイトのこと』及び『部（クラブ）活動

のこと』、中学生・高校生では『クラスメイトのこと』となっている。 

 また、高校生では小学生・中学生に比べて、「どちらともいえない」の割合が高い傾向にある。 

 

〈 図５ 〉小・中・高校生活の満足度 
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ち
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【学校生活の決まりのこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 満１０歳から１４歳までの青少年の学校に行きたくないと思った理由           

  【報告書２２～２３ページ】                              
 
 満１０歳から１４歳までの青少年に「学校に行きたくない」と思った理由について聞いたところ、「友だ

ちのことで」が最も多く、「学校の先生のことで」、「成績や進学のことで」と続いている。 

 

〈 図６ 〉満１０歳から１４歳までの青少年の学校に行きたくないと思った理由 
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７ 青少年の自分自身に対する感情【報告書２９、８１、１９７～１９８ページ】       

 青少年に自分自身に対してあてはまる感情について聞いたところ、「あてはまる」と答えた割合が最も高

い項目は、どの年代においても『自分の親から愛されてきた（大切にされてきた）と思う』となっている。 

 

〈 図７ 〉青少年の自分自身に対する感情 

【私は自分自身に満足している】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分には長所があると感じている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分の親から愛されてきた（大切にされてきた）と思う】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【時々、自分は役に立たないと強く感じることがある】 

 

  

（％）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
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え

ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

29.8

16.9

22.7

17.3

11.2

39.8

41.9

34.8

34.5

36.1

19.1

28.3

30.3

31.7

28.6

6.0

10.9

12.1

15.1

21.3

5.4

2.0

1.4

2.8

小学生 （299）

中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）

有職者等 （357）

n

ｎ （％）

37.1

28.3

22.7

30.9

23.0

39.8

44.4

47.0

42.4

45.7

15.1

18.9

24.2

18.7

22.4

4.0

6.6

6.1

5.8

7.0

4.0

1.8

2.2

2.0

小学生 （299）

中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）

有職者等 （357）

ｎ （％）

66.9

55.1

60.6

61.2

59.7

25.4

36.1

30.3

31.7

31.9

2.7

5.6

7.6

3.6

2.5

0.7

1.3

2.2

3.9

4.3

2.0

1.5

1.4

2.0

小学生 （299）

中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）

有職者等 （357）

ｎ （％）

16.7

15.7

19.7

13.7

22.1

28.4

34.6

36.4

42.4

27.2

30.8

33.6

25.8

27.3

33.3

19.4

14.4

16.7

14.4

15.1

4.7

1.8

1.5

2.2

2.2

小学生 （299）

中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）

有職者等 （357）
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８ 青少年の進学意向【報告書２９、１９９ページ】                   

 満１０歳から１４歳までの青少年に将来どの学校まで行きたいか聞いたところ、小学生・中学生ともに

「大学まで」と答えた割合が、最も高くなっている。 

 

〈 図８ 〉青少年の進学意向 

 

 

 

 

 

 

 

９ 青少年の夢や生きがい【報告書３０、８２、２００ページ】               

 青少年に夢や生きがいについて複数回答で聞いたところ、小学生では「思いやりのある優しい人になり

たい」が、中学生では「好きなことをしながら生活したい」が最も多くなっている。 

 また、高校生では「家族やまわりの人たちと円満に楽しく暮らしたい」及び「好きなことをしながら生

活したい」が、大学生等では「好きなことをしながら生活したい」が、有職者等では「家族やまわりの人

たちと円満に暮らしたい」が最も多くなっている。 

 

〈 図９ 〉青少年の夢や生きがい 

 

 

 

 

 

 

   ※上位４項目 

  

（％）

大
学
ま
で

大
学
院
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そ
の
他

無
回
答

中
学
校
ま
で

高
校
ま
で

専
門
学
校
ま
で

短
期
大
学
ま
で

1.0

0.3

12.7

11.4

12.4

11.1

4.0

1.5

62.2

67.9

2.3

4.3

0.3

1.3

5.0

2.3

小学生 （299）

中学生 （396）

n

小学生 （299）

中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）

有職者等 （357）

55.5

44.9

43.9

43.9

47.1

0 20 40 60 80

思いやりのあるやさしい人に

なりたい
（％）

43.8

44.9

60.6

59.0

65.3

0 20 40 60 80

家族やまわりの人たちと円

満に楽しく暮らしたい
（％）

37.8

54.0

60.6

60.4

55.7

0 20 40 60 80

好きなことをしながら生活し

たい
（％）

36.8

37.9

40.9

31.7

23.5

0 20 40 60 80

自分の個性や才能をいかし

たい
（％）
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人間関係がよい職場

休暇がとれ、残業が少ない職場

収入が多い職場

自分の才能が生かせる職場

将来の不安がなく安定している職場

世の人のためになる仕事をする職場

職員の健康や経済面への
支援がある職場

仕事が楽な職場

男女差別のない職場

国際的な仕事をする職場

その他

特に働きたいと思う職場はない

就職する意志はない

無回答

74.7

51.4

39.5

31.3

29.7

15.6

10.7

10.1

10.0

6.2

1.0

1.0

※

2.2

75.3

35.5

39.7

35.1

31.7

14.8

12.2

6.4

12.7

3.8

1.2

※

0.4

1.5

70.4

28.3

42.3

46.5

28.4

16.6

11.3

5.8

11.6

5.9

1.6

※

0.1

0.8

0 20 40 60 80 100

今回調査

（n=582）

平成23年調査

（n=818）

平成18年調査

（n=761）

（％）

10 将来就きたい職業【報告書３１～３２、８３～８４、２０１ページ】           

 青少年に将来就きたい職業について聞いたところ、小学生・中学生では「画家、デザイナー、音楽家、

作家、マンガ家、ゲームデザイナーなど」が、高校生・大学生等では「会社員（営業など）」が最も多くな

っている。 

〈 図１０ 〉将来就きたい職業 

 

 

11 満１５歳から３０歳までの青少年の働きたい職場【報告書８８～８９ページ】        

満１５歳以上の青少年に働きたい職場について聞いたところ、「人間関係がよい職場」が最も多く、「休

暇がとれ、残業が少ない職場」、「収入が多い職場」と続いている。 

経年変化で見ると、「休暇がとれ、残業が少ない職場」は増加傾向がみられる。一方、「自分の才能が

生かせる職場」は減少傾向がみられる。 

 

〈 図１１ 〉満１５歳から３０歳までの青少年の働きたい職場 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

     ※調査をしていない項目 

調査年

順位 今回調査 平成23年調査 今回調査 平成23年調査

第1位
画家、デザイナー、音楽家、作家、マンガ家、
ゲームデザイナーなど

スポーツ選手
画家、デザイナー、音楽家、作家、マンガ家、
ゲームデザイナーなど

スポーツ選手

第2位 スポーツ選手
画家、デザイナー、音楽家、作家、マンガ家、
ゲームデザイナーなど

看護師、保育士など
画家、デザイナー、音楽家、作家、マンガ家、
ゲームデザイナーなど

第3位 看護師、保育士など 看護師、保育士など スポーツ選手 看護師、保育士など

調査年

順位 今回調査 平成23年調査 今回調査 平成23年調査

第1位 会社員（営業など） 看護師、保育士など 会社員（営業など） 会社員（営業など）

第2位 プログラマー、建築士、技術者、通訳など 教員（小・中・高等学校の教員） 公務員（一般事務など） 公務員（一般事務など）

第3位
公務員（一般事務など）／料理人、理容師、
美容師など

プログラマー、建築士、技術者、通訳など プログラマー、建築士、技術者、通訳など プログラマー、建築士、技術者、通訳など

大学生等(n = 139 )

小学生(n = 299 ) 中学生(n = 396 )

高校生(n = 66 )
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12 ゲームをする時間・頻度【報告書３５、９３、２０４ページ】              

 青少年にゲームをする時間・頻度について聞いたところ、小学生・中学生・大学生等では「毎日１時間

くらい」が最も多くなっている。 

 また、年代が上がるにつれて「ゲームはしない、ほとんどしたことがない」の割合が増える傾向にある

一方で、毎日１時間以上ゲームをする割合はどの年代でも高くなっている。 

 

〈 図１２ 〉ゲームをする時間・頻度 

 

 

〈 図１２－２ 〉ゲームをする時間・頻度（経年変化） 

 

 ア 満１０歳から１４歳までの青少年 

 

 

 

 

 

 イ 満１５歳から３０歳までの青少年 
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6.0

15.9

18.2

16.5

12.9

14.7

16.2

9.1

15.8

10.1

21.4

26.3

16.7

22.3

22.1

9.7

7.8

9.1

7.9

5.6

9.0

4.5

4.5

5.0

4.8

8.0

4.8

9.1

4.3

4.5

4.0

2.0

3.0

2.2

2.8

6.0

5.8

4.5

5.0

3.1

6.4

1.8

0.7

2.0

11.0

13.6

25.8

18.0

31.1

3.7

1.3

2.2

1.1

小学生 （299）

中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）

有職者等 （357）

n

（％）

14.8

4.4

11.5

5.7

21.3

7.8

6.5

5.6

4.6

5.5

4.8

8.8

2.7

4.3

3.8

24.7

1.4

18.1

26.8

13.4

1.7

1.6

今回調査 （582）

平成23年調査 （818）

n

（％）

11.3

6.7

15.1

9.5

24.3

15.8

8.6

11.0

6.4

8.3

6.2

9.6

2.8

5.6

5.8

14.3

3.6

10.7

12.7

6.8

3.3

1.7

今回調査 （724）

平成23年調査 （954）

n
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13 休日の過ごし方【報告書３７～３８、９５～９６、２０６ページ】            

 青少年に休日の過ごし方について複数回答で聞いたところ、小学生・中学生では「テレビを見る」が、

高校生では「インターネットを見る」が、大学生等では「友達と一緒に遊ぶ」が最も多くなっている。 

 

〈 図１３ 〉休日の過ごし方 

 

 

14 インターネットに接続できる専用の保有【報告書４６、９８、２０９ページ】       

 青少年にインターネットに接続できる自分専用の機器について複数回答で聞いたところ、小学生では「携

帯電話」が、中学生以上では「スマートフォン」が最も多くなっている。 

 

〈 図１４ 〉インターネットに接続できる専用の保有 

 

 

 また、携帯電話・スマートフォンに限定してみると、「携帯電話のみ持っている」、「スマートフォンのみ

持っている」、「両方持っている」の合計は、小学生では50.1％、中学生では58.3％、高校生以上では９割

以上となっている。 

  

調査年

順位

第1位 テレビを見る (68.9) テレビを見る (66.0) テレビを見る (70.5) 友だちと遊ぶ (71.1)

第2位 ゲームをする (56.9) 友だちと遊ぶ (62.7) 友だちと遊ぶ (61.1) テレビを見る (67.3)

第3位 友だちと遊ぶ (55.5) 家族と買い物をする (46.9) 部（クラブ）活動をする (56.3) 部（クラブ）活動をする (58.7)

調査年

順位

第1位 インターネットを見る (62.1) テレビを見る (64.8) 友達と一緒に遊ぶ (69.8) 友達と一緒に遊ぶ (69.8)

第2位 テレビを見る (57.6) 友達と一緒に遊ぶ (62.0) インターネットを見る (68.3) アルバイトをする (61.5)

第3位
友達と一緒に遊ぶ
勉強（予備校や学習塾以外）をする

(47.0)
マンガや雑誌を見る
何もしないでのんびりする

(50.7)
テレビを見る
何もしないでのんびりする

(61.9) テレビを見る (60.4)

大学生等(n = 139 )

今回調査（％） 平成23年調査（％）

高校生(n = 66 )

今回調査（％） 平成23年調査（％）

今回調査（％） 平成23年調査（％）

小学生(n = 299 )

今回調査（％） 平成23年調査（％）

中学生(n = 396 )

小学生 （299）

中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）

有職者等 （357）

小学生 （299）

中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）

有職者等 （357）

18.1

48.2

86.4

95.7

92.4

0 20 40 60 80 100

スマートフォン（スマホ）

（％）

4.3

6.8

24.2

53.2

47.1

0 20 40 60 80 100

パソコン

（％）

7.0

24.5

34.8

40.3

36.1

0 20 40 60 80 100

携帯音楽プレイヤー

（％）

32.4

35.1

31.8

28.8

33.6

0 20 40 60 80 100

携帯ゲーム機

（％）

34.4

15.9

9.1

11.5

16.0

0 20 40 60 80 100

携帯電話

（％）

12.4

13.4

12.1

9.4

13.4

0 20 40 60 80 100

タブレット

（％）

25.1

18.2

1.5

0.0

0.6

0 20 40 60 80 100

持っていない

（％）

4.7

4.0

0.0

2.2

0.8

0 20 40 60 80 100

無回答

（％）
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〈 図１４－２ 〉携帯電話・スマートフォンの保有状況 

 

15 フィルタリングサービスの利用状況【報告書４８、９９、２１０ページ】        

 １８歳未満の青少年に自分専用で使っている携帯電話等のフィルタリングサービスの利用状況について

聞いたところ、小学生では「インターネット接続機能がついていない携帯電話を利用している」が、中学

生と満１５～１７歳では「利用している」が最も多くなっている。 

 

〈 図１５ 〉フィルタリングサービスの利用状況 

 

16 携帯電話等の利用のルール【報告書４９、１００、２１０ページ】           

 １８歳未満の青少年に自分専用で使っている携帯電話等の利用のルールについて複数回答で聞いたとこ

ろ、小学生では「メールやメッセージをやりとりする相手を決めている」が、中学生では「利用する時間

を決めている」が、満１５～１７歳では「特にルールを決めていない」が最も多くなっている。 

〈 図１６ 〉携帯電話等の利用のルール 
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1.7
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高校生 （ 66）

大学生等 （139）
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利
用
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20.0

53.2

40.0

9.3

10.8

20.0

18.7

5.6

2.0

24.7

5.6

15.3

17.7

18.0

0.9

4.0

12.0

6.1

16.0

小学生 （150）

中学生 （231）

満15～17歳 （ 50）

nn

小学生 （150）

中学生 （231）

満15～17歳 （ 50）

45.3

20.3

2.0

0 20 40 60

メールやメッセージをやりとり

する相手を決めている （％）

15.3

35.5

16.0

0 20 40 60

利用する時間を決めている

（％）

13.3

26.4

8.0

0 20 40 60

利用するサイトやアプリの内

容を決めている （％）

21.3

19.9

50.0

0 20 40 60

特にルールを決めていない

（％）
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17 携帯電話等を利用する時間【報告書５０、１０１、２１１ページ】            

 青少年に自分専用で使っている携帯電話等の利用時間数について聞いたところ、小学生では「１０分以

下」が、中学生では「１時間くらい」が、高校生・有職者等では「２時間くらい」が、大学生等では「３

時間くらい」が最も多くなっている。 

 

〈 図１７ 〉携帯電話等を利用する時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 携帯電話等でインターネットを利用する目的                    

  【報告書５１～５２、１０２～１０３、２１２ページ】 
 
 青少年に自分専用で使っている携帯電話等でインターネットを利用する目的について複数回答で聞いた

ところ、小学生・中学生では「動画や画像を見る」が、高校生・大学生等では「友達とＬＩＮＥ等でＳＮ

Ｓでメッセージやりとりする」が、有職者等では「情報を得る」が最も多くなっている。 

 

〈 図１８ 〉携帯電話等でインターネットを利用する目的 
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19 インターネットでの知り合いの有無【報告書４５、１０７、２０８ページ】        

 青少年にインターネットでの知り合いの有無について聞いたところ、どの年代でも「インターネットで

知り合いになった人はいない」が最も多くなっている。 

 また、年代が上がるにつれて、「インターネットで知り合いになった人と会ったことがある」は増加傾向

にある。 

 

〈 図１９ 〉インターネットでの知り合いの有無 

 

 

20 悩みごとや心配ごと【報告書５４、１０８、２１４ページ】               

 青少年に悩みごとや心配ごとの内容について複数回答で聞いたところ、小学生・中学生では「勉強や進

学のこと」、高校生以上では「将来のこと」が最も多くなっている。 

 

〈 図２０ 〉悩みごとや心配ごと 
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中学生 （396）

高校生 （ 66）

大学生等 （139）
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n

小学生(n = 299 ) ％ 中学生(n = 396 ) ％

第1位 勉強や進学のこと (41.5) 勉強や進学のこと (62.4)

第2位 友人や仲間のこと (16.4) 就職のこと (22.0)

第3位 健康のこと (15.7) 友人や仲間のこと (18.2)

第4位 就職のこと (15.1) 性格のこと (15.2)

第5位 お金のこと (13.7) お金のこと (14.9)

高校生(n = 66 ) ％ 大学生等(n = 139 ) ％ 有職者等(n = 357 ) ％

第1位 将来のこと (57.6) 将来のこと (63.3) 将来のこと (60.2)

第2位 勉強や進学のこと (56.1) 就職のこと (52.5) 仕事のこと (54.3)

第3位 就職のこと (27.3) 勉強や進学のこと (33.8) 健康のこと (30.3)

第4位 性格のこと (18.2) 恋愛のこと (23.7) 生活費のこと (29.7)

第5位
仕事のこと
健康のこと

(15.2) 生活費のこと (17.3) 恋愛のこと (23.2)
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21 悩みごとの相談相手【報告書５５、１０９、２１５ページ】               

 青少年に悩みごとの相談相手について複数回答で聞いたところ、高校生では「学校の友達」が、高校生

以外の年代では「母親」が最も多くなっている。 

 

〈 図２１ 〉悩みごとの相談相手 

 

 

22 埼玉県青少年健全育成条例で制限・禁止されている事項の認知度            

  【報告書１２３、１７５ページ】  
  
満１５歳から３０歳までの青少年と保護者に、埼玉県青少年健全育成条例で制限・禁止されている事項

の認知度について聞いたところ、保護者の「深夜（午後１１時～翌朝午前４時までの間）にカラオケボッ

クス、まんが喫茶などに入ってはいけない」が最も多かった。 

 

〈 図２２ 〉埼玉県青少年健全育成条例で制限・禁止されている事項の認知度（「知っている」割合） 

 

 

小学生(n = 299 ) ％ 中学生(n = 396 ) ％

第1位 お母さん (71.6) お母さん (62.4)

第2位 学校の友達 (46.2) 学校の友達 (60.9)

第3位 お父さん (34.1) お父さん (30.3)

第4位 学校の先生 (19.4) 学校の先生 (15.7)

第5位 おじいさん、おばあさん、親類 (12.0) きょうだい (15.4)

高校生(n = 66 ) ％ 大学生等(n = 139 ) ％ 有職者等(n = 357 ) ％

第1位 学校の友達 (45.5) 母親 (54.0) 母親 (57.7)

第2位 母親 (40.9) 学校の友達 (52.5) 学校時代の友達 (33.1)

第3位 父親 (30.3) 父親 (19.4) 父親 (25.8)

第4位 学校の先生 (13.6) 学校時代の友達 (17.3) 職場の同僚 (23.2)

第5位
学校時代の友達
近所の友達
学校の先輩

(7.6)
兄弟・姉妹
ボーイ（ガール）フレンド

(15.8) 兄弟・姉妹 (19.9)

満15歳から30歳まで
の青少年

保護者

深夜（午後１１時～翌朝午前４時までの間）にカラオケボックス、まんが喫茶
などに入ってはいけないこと

78.4% 84.7%

インターネットを利用するに当たって、性的な情報、残虐性を助長する情報、
犯罪や自殺を誘発する情報など有害な情報にアクセスし、見たり、書き込ん
だりしてはいけないこと

75.1% 80.4%

コンビニエンスストアなどで、成人向け雑誌などを買ったり、見たりしてはいけ
ないこと

74.1% 72.9%

深夜（午後１１時～翌朝午前４時までの間）に外出してはいけないこと 65.3% 67.3%

携帯電話、スマートフォンなどを利用する場合は、原則としてフィルタリングを
設定しなければならないこと

45.4% 64.1%
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23 素行の悪い未成年を見かけたときの対応【報告書１７３ページ】             

保護者に、素行の悪い未成年を見かけたときの対応について聞いたところ、「注意はしたいが、見て

見ぬ振りをする」が最も多く、「対応の仕方がわからない」、「放っておく」と続いている。 

 

〈 図２３ 〉素行の悪い未成年を見かけたときの対応 

 

 
 

24 青少年の健全育成のために重点を置いてほしいもの【報告書１２５、１８４、２２４ページ】  

 満１５歳以上の青少年及び保護者に、青少年の健全育成のために重点を置いてほしいものについて複数

回答で聞いたところ、青少年では『学校教育の充実』が、保護者では『非行防止、犯罪に巻き込まれない

まちづくり』が最も高くなっている。 

 

〈 図２４ 〉青少年の健全育成のために重点を置いてほしいもの 
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25 地域への愛着度

青少年に地域への愛着度について

経年変化で見

〈 図２５

  ア 満１０歳から１４歳までの青少年

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 満１５歳から３０歳までの青少年

 

                          

 

 

 

26 近所の人へのあいさつ

青少年に

経年変化で見ると、

３０歳までには変化は見られなかった

〈 図２６

  ア 満１０歳から１４歳までの青少年

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 満１５歳から３０歳までの青少年
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１１７ページ】                  

聞いたところ、「好きである」が最も多かった。

ると「好きである」は増加傾向が見られる。

      

（※「わからない」は平成

                          

６１、１１８ページ

ついて聞いたところ、どの年代も
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